


ピ

次
の
文
章
を
読
み、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い

2 - ◇ Ml5(323-161)
-

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



3 ◇ Ml5 (323-162)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



-4- ◇ Ml5(323�163)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



5 - ◇ Ml5(323-164)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



◇ M15 (323-165)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

6 -



- 7 ◇ Ml5(323-166)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



8 ◇ Ml5(323-167)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



，

 

◇ Ml5(323-168)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



問
四

問 注

意
味
か 、

説
明
し
な
さ
い 。

傍
線
部
B
に
あ
る
「
物」
と
「
理」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か 、

傍
線
部
C
に
あ
る
問
い
に
対
し
て 、

筆
者
は
次
の
行
で
「
儒
学
の
精
神」
を
挙
げ
て
い
る
が 、

こ
こ
で
い
う
「
儒
学
の
精
神」
と
は
ど
の
よ
う
な

問
二

傍
線
部
A
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か 、

説
明
し
な
さ
い 。

問
一

傍
線
部
①
S

⑤
の
片
仮
名
を
漢
字
に
あ
ら
た
め
な
さ
い 。

(
―

-

）
 

杉
田
玄
白
(
-

七
三
三
ー

一

八
一

七）
は
日
本
の
医
者 、

蘭
学
者 。

（
一
）

（
香
西
豊
子
「
屍
体
を
め
ぐ
る
「
倫
理」

医
業
に
対
す
る
社
会
的
要
請
と
自
戒
の
歴
史
か
ら

」
に
も
と
づ
く）

前
野
良
沢
（
一

七
二
三
ー一

八
0
三）
は
日
本
の
医
者 、

蘭
学
者 。

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い 。

- 10 - ◇ Ml5(323-169)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。





・

。

□
l

次
の
文
章
を
読
み、

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い。

- 12 一 ◇M 15 (323-171) 

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



-13- ◇ Ml5 (323�172)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



- 14 - ◇ M15(323-173)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



- 15 - ◇ Ml5 (323-174)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



- 16 - ◇ M15 (323-175)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



- 17 - ◇ M 15 (323-176)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



8ー ◇ Ml5 (323-177)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



- 19 - ◇ Ml5(323-178)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



問 問

ィ ァ

哺
語
と
は、

乳
児
の、

注

い
ま
だ
こ
と
ば
に
な
ら
な
い
段
階
の
発
声
の
こ
と。

空
欄
x
.
Y•

N
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
を
次
の
ア
S
ウ
よ
り
選
び
な
さ
い。

こ
こ
に
こ
と
ば
の
原
型
を
み
た
い
の
は、

こ
の
子
が
自
分
の
内
部
の
情
動
的
類
同
性
を
も
と
に
対
象
を
選
択
し、

外
界
の
な
か
か
ら
特
定

の
対
象
群
を
切
り
取
り、

N
児
は
外
的
に
訓
練
さ
れ
た
音
声
よ
り
も、

の
か。

ま
た、

そ
こ
に
自
分
の
特
定
音
声
の
活
動
を
参
加
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る。

む
し
ろ
自
己
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
音
声
を、

そ
の
対
象
に
さ
し
向
け
た
の
で
あ
る。

そ
こ
に
は、

上
位
ー
下
位
概
念
的
（
一

般
ー
特
殊）
階
層
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
成
立
を
背
景
と
し
た
命
名
機
能
が
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る。

傍
線
部
A
の
時
期
は、

本
文
に
述
べ
ら
れ
る
N
児
の
「
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン」
の
使
用
事
例
に
お
け
る
七
つ
の
段
階
の
う
ち、

ど
の
段
階
に
あ
た
る

そ
の
時
期
の
「
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
l

の
使
わ
れ
か
た
を
踏
ま
え
て、

理
由
を
説
明
し
な
さ
い。

（
岡
本
夏
木
『
子
ど
も
と
こ
と
ば』
に
も
と
づ
く）

- 20 - ◇ Ml5(323-179)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。





（

二
）

（

一

）

「
法
住
寺
殿」
は
後
白
河
法
皇
の
御
所
の
こ
と。

「
維
盛
の
三
位
中
将」
は
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
恋
人
で
あ
る
平
資
盛
の
兄。
維
盛
は
源
平
の
合
戦
の
折
に
命
を
落
と
す
が、

つ
い
て
は
諸
説
あ
る。
本
作
で
は
熊
野
で
身
を
投
げ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る。

「
法
住
寺
殿
の
御
賀」
は、

法
住
寺
殿
で
行
わ
れ
た
後
白
河
法
皇
の
五
十
の
賀
を
指
す。

そ
の
最
期
に

（『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集』
に
も
と
づ
く）

,'.

巨

次
の
文
章
を
読
み、
後
の
問
い
に
答
又
な
さ
い。

- 22 - ◇ Ml5(323-181)

著
作
権
の
関
係
上
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。






